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研究成果の概要（和文）：中世からルネサンスへの転換期とされるフランスの１５世紀後半から１６世紀前半は、キリ
スト教的な聖なる観念が俗との関係において強く規定されるようになり、聖・俗の対立が鮮明化した時代といえる。こ
の間に栄えた愚者演劇は、俗の側からの発現としてこの対立軸の存在を広めることに寄与しているものの、しかし同時
にこの対立図式の全体をも視野に入れたその知は、二項間の関係性をめぐる問題に思考を凝らし何らか意見表明へと向
かっているようにみえる。本研究ではそこに聖俗超越への志向性の看取しうることを、その知の表出であるテクスト（
身振り、衣装を含む）並びに歴史的文化的な背景と知の体系の総合的な検討を通して考察し導き出した。

研究成果の概要（英文）：During the late 15th century and the early 16th, period of transition between the 
Middle Ages and the Renaissance in France, the Christian sacred idea, newly in opposition and conflict 
with the profane, comes to be strongly prescribed with it. Fools theater that flourished during this 
period contributed to the spread of this conflict describing it in the profane point of view, but at the 
same time, its intellect activities surveying a whole of this opposition scheme, tried to elaborate new 
perspective of thinking based on the intentionality to transcend the binomial sacred-profane opposition, 
which I showed in this study through a comprehensive examination not only of the text (including gesture, 
costumes) as expression of the intellect, but also its historico-cultural background and the whole 
intellectual system of the time.

研究分野： フランス１５－１６世紀演劇・文化・思想

キーワード： 愚者集団　聖と俗　知の遊戯

  ２版
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１．研究開始当初の背景 
愚者演劇の「愚者」（Sot）は二重の意味で

重要だ。この愚者はまず「賢い愚者」である

こと、そしてこの名は登場人物のみならずこ

の演劇に関わる役者・作者をも指しているこ

と、すなわち「愚者」とは、逆説的にして多

義的な指示内容を含む、曖昧にして包括的な

語であり存在だということである。愚者演劇

をめぐる研究は総じて演劇（文学）史や舞台

芸術の視点から、その多様性の各面を個々に

切り離して行われてきたが、そうした近代的

な分析的研究の結果は、いわばこのジャンル

の未熟さの確認に帰着してしまっていると

いえる。また、この人物を愚か者の類型とし

て民話や大道の道化芝居と関係づけたり、あ

るいはそのいわゆる道化特有の豊饒な性格

に着目して、民衆文化の観点から解釈される

こともあった。だがこれらのアプローチには

作者の視点が欠けている。確かに殆どのテク

ストは作者不詳ではあるが、しかし作者に代

わる「愚者集団」という存在がある。その実

体は古今の学知と教養に長けた、批評精神冴

えわたる知的若者たちであった。彼らの「愚

者」を語った演劇活動は、まさに社会が聖と

俗の関係性の中で揺らいでいた時代を背景

に展開されたのであり、この文脈と密接不可

分に関わり合っていたと思われる。いっとき

社会現象化した演劇を牽引したといえるそ

の知性は、聖と俗に関し、歴史的、文化的文

脈のなかで何を見据えていたのだろうか。 
フランスのルネサンス前夜とも言いうるこ
の時代は、キリスト教的な聖なるものの観念
が地滑り的に変化し始めた時代であった。そ
れまでヨーロッパ精神をその根底において
無意識のうちに規定していた聖性のあり方
は、俗との関係において強く規定されるよう
になり、一方で俗に対して称揚の対象となり、
他方で俗による揶揄の対象となった。そうし
た文化史的な動向はときの演劇にも投影さ
れ、愚者演劇は揶揄の側面を担ったと考えら
れるのであるが、しかし、その道化的人物に
ついていえば、そこには聖を揶揄しつつも称
揚するというアンビヴァレントな様相が観
察される。このように同一人物に共存する聖
と俗のいわば葛藤的関係は、当該人物の弁証
法的言説すなわち知の方法のありようとも

照応しており、ここに、道化の仮面の下の作
者・役者たる時の知識人の思考と精神の一端
を見てとることができる。ここから、当時の
聖・俗に対して大きな意識変化が生じた時代
において、その中枢で心身ともに聖俗の混淆
の中に生きた自称愚者の知識人作者の知の
あり方という問題性が浮上したのであり、こ
の葛藤のエネルギーがどこに向かおうとし
ていたのか、その展望の可能性を追究してみ
たいと思ったのが、本研究課題の動機である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、愚者演劇の作者・役者の

分身と目される作中の道化的人物の言説に

表れた知の形式が、聖と俗との関係性におい

てどのような展望に向かっているか。それは

どのようなビジョンのもとで、いかなる歴史

文化的な環境の中で形成され作動し、そして

時代の中でいかなる意味と機能を担ってい

たのかを解明するものである。この場合の作

者とは、上演に携わった集団全体を意味する。

それは、祝祭の場でのみ愚者に変身して、祭

りの儀式と娯楽万般をとりしきった祝祭集

団である。彼らは日常は法学部の学生とか、

高等法院の下級書記であったが、法律・法廷

のみならず大学の教養科目（arts libéraux）、

さらには当時のアカデミズムに伝播してい

た哲学思想上の多様な議論にも通じていた。

当時の知的エリートである彼らが仲間うち

で組織したこうした集団には、それ故に、お

のずから当時の時代思想を反映する共通理

念や精神が貫いていたと思われる。本研究で

は、そうした知的な存在がその道化の仮面の

背後に秘めた思考のさまを聖と俗の枠組か

ら照らし出すことにより、巨大な歴史的転換

期にあったフランス中世末の知のパラダイ

ムに新たな理解を提示すること、を目指す。 
 
３．研究の方法 
研究の進め方としては、究極的には作者の

思考や精神を見据えて、彼らの分身と目され

る作中の道化的人物の言説に表れた知の形

式が、聖と俗との関係性、とくにその葛藤的

関係が結果としてもたらしえた新たな展望

とはいかなるものであるかを考察し、その上



で、その知のありようがどのようにして形成

され作動したのかを歴史文化的に跡付けて、

中世からルネサンスへの文化史的転換期に

おけるフランスの演劇道化を聖・俗・知の視

点のもとに捉え直して愚者演劇の本質に迫

る、という方向をとる。 

以上の構想に基づき、初年度は、本研究の

基盤部分にあたるテクストのコーパス作り

に専念した。愚者演劇の名の下に分類される

ジャンル（ソティ、滑稽説教）、およびこれ

以外でも「愚者」と定義しうる人物が登場す

る作品（ファルス、モラリテ、他）の整理と、

広く関連の研究書や論文等も参照しながら

の原典の読み直しを行った。 

2 年目は初年度からの継続としてテクスト

分析を続けると同時に、視線をテクストの外

にも向け、前年度のテクスト分析でえられた

成果を視野に入れつつ、演劇道化の超越志向

的な知のありようがどのようにして形成さ

れたのかを、聖と俗の歴史の中に探る。具体

的には、神と道化の関係性を歴史的に洗い出

すことを目標に、その認識と表現の歴史をた

どった。 

3 年目は、前年度と同様、演劇道化の超越

志向的な知のありようがどのようにして形

成されたのかを明らかにすべく、まず、人文

主義と道化の関係性に焦点を当てて、古代知

における道化観がどのような形でこの時代

の聖俗の関係性に波及しているかについて

考察した。次に、歴史の中で展開されてきた

多様なキリスト論や無神論の内容を分析し

て、これも同時代の聖俗の関係性にどう波及

しているかを位置づけた。さらに、作者たち

の置かれていた知的環境について、大学にお

ける修学内容はいかなるものであったか、特

に、自由七学科のうちで最も重視されたとい

われている弁証法の内容や、哲学・神学さら

に人文主義的学問にかんする彼らの知識や

関心・関与のあり方はどうであったか、を中

心に、聖と俗の視点から詳しく調査分析し考

察した。 

研究最終年度は、最後の検討事項として、

こうした演劇道化の知のありようがなぜと

りわけこの時代にさかえたのか、その同時代

における意味と機能について、異端や宗教論

争の関与の如何や、この知のビジョンにおけ

る社会的・政治的な性格の有無、さらに作者

たちの宗教的立場、聖史劇との関係性などを

中心に検討した。 
 
４．研究成果 

愚者演劇の知的営為における聖と俗の葛

藤が結果としてもたらしうる新たな展望の

可能性を、「愚者」の言説の分析と歴史・文

化・社会背景の総合的な考証と検討をとおし

て探った本研究成果の主旨は以下の通りで

ある。 

対立関係にあるとされた聖と俗の俗に位

置しつつも、包括的な視野をもつこのジャン

ルの知ゆえに生じている聖と俗の葛藤が、聖

俗超越への志向性を孕んでいる可能性のあ

ることは、端的には、言説の逆説的、循環的、

批評的性格によって説明することができる

だろう。すなわち、テクストや身ぶりや衣装

などパフォーマンスの全体に観察されうる、

神（聖）へのパラドクシカルな揶揄も、聖と

俗の間の循環運動も、根底に貫いている批判

的視点も、全ては聖・俗の境界線の攪乱ない

しはその対立的図式の無効化に寄与するの

であり、その一方、これを主導する主体とし

ての知は、このように聖を客体化・相対化す

ることにより、自らは聖と俗の概念枠組みの

外に、上に、離反あるいは超越していくこと

になっているといえるのである。そしてこの

志向性は、古代以来の道化の認識論史の伝統、

中世キリスト教をめぐる様々な教義や議論、

また古来のパロディ文学の流れと合流する

ことで一つの時代のベクトルと化し、当時の

過渡的文化特有のエネルギーを創り出して

いたと考えられる。 
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